
※　人対自転車　7件、自転車対自転車　6件（上記類型別内数）　　　
　

　

 

　

 

 

　

若年は16歳以上24歳まで 加古川警察署　　交通第一課

東加古川 土山

★　　平成27年交通安全スローガン

別府 58

月 末 現 在 【 ミ ニ 統 計 】平 成 27 年 6
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注　安全運転義務は前方不注視．安全不確認等
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　・　国道２号、 明姫幹線、県道八幡別府線で多発している。

　・　自転車、高齢者の事故が多発している。

一 時 不 停 止

死 者

安 全 運 転 義 務
276自 転 車
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駅前 

)

)
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　・   交差点及びその付近で約72㌫の事故が発生している。 速 度 超 過 6 0.6%

　・　事故類型では、追突、出会頭で約64㌫を占めている。

4  交通弱者（１当又は２当）の事故

優 先 通 行 妨 害 等

12 交 番 ・ 駐 在 所 別 （ 人 身 事 故 件 数 ）
構 成 比
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3.1%
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★印は、死亡事故人数を示す。　・　朝の通勤通学時間及び夕方の帰宅時間をピークに昼間帯に多く、夜間帯の約３倍発生している。
志方東駐在 3
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（こども）

◆

◆ ルールむし　しん号むしは　わるいむし

早めから　つけるライトで　消える事故

外出は　明るい笑顔と　反射材

◆ （運転者）
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